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第６回住民懇談会を開催しました！

小谷村景観づくり

第６回住民懇談会のテーマ
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次回の景観づくり住民懇談会は2020年1月下旬の開催を予定しています。
開催日時は、決定次第ＣＡＴＶや音声告知放送にてお知らせします。

懇談会の様子

「小谷村景観づくり住民懇談会」では、みんなで取り組む「景観づくり」の方向性や
ルールについて、参加者のみなさんで話し合っています。

話し合いで出された意見

✓普通地域「農山村地域」をどの
ような所にしたいか？

✓魅力を高めるためにどんなこと
をすべきか？

などを話し合いました。

話し合いの結果、次のような意見
が出されました。

ウラ面もご覧ください☞
小谷村の景観づくりについて懇談会でみんなで話し合い、
景観づくり＝地域づくりの取り組みを進めましょう。

11月27日（水）午後3時、6時の2回
小谷村役場で開催した第６回住民懇談会
では、「普通地域」の景観づくりを
テーマに参加者のみなさんで話し合いま
した。

普通地域「農山村地域」を
どんな所にしたい？

魅力を高めるために
何をすべき？

 豊かに生活している村。
 のんびり長期滞在できる所。
 森の中にペンション等の宿泊施設が点在し、

豊かな自然が残された所。
 派手な色や奇抜なデザインの建物は小谷村に

は似合わない。
 高さ制限と色の規制が必要。
 耕作していない田畑が増えるのは仕方がない。
 農業だけ、観光だけではなく全体を考えて整

備を進める。

 景観の基本は草刈り。
自分たちの周りからきれいにする。
人手を外から受け入れる仕組み、体制づくり。
安全講習会の開催。

 里山整備。
 暮らしに根付いた民宿。
 茅屋根と茅を採る茅場の維持。
 地域の助け合い・支え合いの仕組みづくり。
 無秩序な開発から小谷村を守るルールづくり。
 昔見えていた眺望を取り戻す。
 国の「歴史の道百選」に認定された塩の道の

維持と整備。



☞次回の景観づくり住民懇談会
2020年1月下旬の開催を予定しています。
具体的な開催日時・場所が決まりましたら、お知らせします。

次回は景観づくりのルールについての話し合いを予定し
ています。
多くの村民のみなさんのご参加をお待ちしています。

景観づくりの地域区分
案が変わったの？
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詳しく知りたいことがありましたら、景観づくり住民懇談会へお越しいただくか、次の連絡先
へお問い合わせください。（小谷村役場 建設水道課 建設係 電話 0261-82-2204）

今までの懇談会、勉強会の資料を小谷村のホームページに掲載しています。
『小谷村景観づくりニュース』で検索するか、村ホームページ http://www.vill.otari.nagano.jp/の
「行政情報」☞「まちづくり」 ☞「小谷村景観づくりニュース」へアクセスしてください。

第3回～第6回の住民懇談会で出された意
見などから景観づくりの地域区分案を見
直しました。今回は、見直した案につい
てご紹介します。

国立公園地域
国立公園の景観づくり
は、国立公園のルール
に基づき進められてい
ることから、別の地域
として位置付けます。

【重点地域】スキー場・観光地域
３つのスキー場が連続する地域は小谷村の代表的
な観光地であり、村のイメージを決める重要な場
所です。重点地域として、魅力的な観光地として
の景観づくりを進めます。
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農山村地域
人が暮らす集落とその周辺
の農地を中心として、周囲
の森林を含めることとしま
す。また、主要道路の沿道
も周辺と一体的な景観づく
りを進めます。

【重点地域】塩の道地域
塩の道とその沿道は、昔からの風
景に出会える重要な場所であり、
全国から多くの人々が訪れていま
す。重点地域として、塩の道のイ
メージを大切にした景観づくりを
進めます。

変更点
 「山地・森林地域」
と「沿道」を「農山
村」へ集約

 「スキー場地域」を
「スキー場・観光地
域」へ名称変更
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